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災
害
発
生
時
に
お
け
る
家
族
の
安
否
確
認

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で

す
。
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
学
校
や
勤

務
先
、
自
宅
な
ど
家
族
が
別
々
の
場
所

に
居
る
時
に
地
震
が
発
生
す
る
と
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
電
話
で
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
も
、

つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
う
いっ

た
場
面
で
役
に
立
つ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
「
１
７
１
」
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪「
1
7
1
」
と
は

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
な

ど
、
被
災
地
へ
の
安
否
確
認
電
話
が
集

中
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、「
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
家
族
や

親
戚
な
ど
の
安
否
を
確
認
し
た
い
時
、

声
の
伝
言
板
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

▪
設
置
場
所

◦
使
い
方

　
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
後
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
録
音
や
再
生
を

行
い
ま
す
。

※
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
、「
被
災

地
内
の
電
話
番
号
」
し
か
登
録
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
被
災
地
内
か
ら
利

用
す
る
場
合
も
「
市
外
局
番
」
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▪
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
体
験

で
き
ま
す

◦
毎
月
１
日
と
15
日

◦
正
月
三
が
日

◦
防
災
週
間【
８
月
30
日
午
前
９
時
～

９
月
５
日
午
後
５
時
】

◦
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間【
１
月
15

日
午
前
９
時
～
21
日
午
後
５
時
】

▪
災
害
に
備
え
て　

　

平
常
時
か
ら
災
害
に
備
え
て
、

「
１
７
１
」
の
利
用
を
含
め
た
お
互
い
の

安
否
確
認
の
方
法
、
勤
務
先
や
学
校
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
自
宅
に
戻
る
の
か
、

家
族
が
落
ち
合
う
場
所
を
ど
こ
に
す
る

の
か
な
ど
の
具
体
的
な
対
策
を
家
族
で

話
し
合
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８
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◉「景観を読む！」
　前回、景観とは何かを題材としましたが、今月は、
景観を読むコツについて考えましょう。景観を読むという
と、なんだか難しいと思ってしまいます
が、そんなに難しくありません。最初は
ただ「きれいだな」と思っているだけ
だった景観が、コツをつかむといろいろ
なことに気づくようになります。
　今回は、その練習をしてみましょう。次の写真は、
田原市博物館の前の街並みの様子を撮った写真で
す。
◦どんなものが見えますか、じっくりまわりを眺めてみま
　しょう。
◦自分が住んでいる地域の景観と何が違いますか。
◦写真の中に素敵なものはありますか。

  城下町の雰
囲気にあわせ、
道路が石畳に
なっています
ね。民俗資料
館の前の塀も
城下町の佇ま
いを表 現した
整備になっていませんか。また、左側の家の塀も、地
域の歴史や雰囲気にあわせたものになっていることを
見つけることができます。今まではただの街並み写真
だったものが、少し景観の目でみることによって、このよ
うなことに気づくことができます。皆さんが住んでいる地
域の景観を読んでみましょう。きっと何か気づくことがあ
ると思います。

▲田原市博物館前の街並み


